
  

ようこそ校長室へ！ 
Ｎo.19 

令和５年７月６日 

発行 ： 貝 塚 敦 

に  にこにこ笑顔で い いつもみんなで つ 紡ぎ繋げる心で に 日本一をめざすのだ 

真の栄冠は誰
た

がために輝くのか 
＜県大会・県吹奏楽コンクール激励会(R5.7.6)校長激励の言葉＞ 
 不器用な自分は、楽器がひける人や、絵がうまく描けるとか、物を

上手に作れる人を、率直にとても羨ましく思っています。 

 学校の部活動は、主に「運動部」と「文化部」とに分けられます

が、我が新津二中の文化部は、どの部もとても熱心に活動していま

すし、どの部も技術的なレベルが高いなあと思っています。それが

どういうところとリンクして象徴的に表れているかというと、やっ

ぱり、あいさつなどの礼儀や集団の雰囲気です。 

放課後、校内で活動する文化部の活動場所に足を運ぶと、こちら

が言う前に向こうから「こんにちは！」と声をかけている生徒がと

ても多く、活動している雰囲気がとてもいい印象をもっています。 

吹奏楽部では、１年生の中にはまだ全体練習に加わらずに、特別

教室等の３階の各教室を使って２，３人ずつで練習している時もあ

るのですが、いつも礼儀正しくさわやかに私に対応してくれます。 

 「吹奏楽は楽しい？」と聞くと、「楽しいです」とどの子も飛び切

りの笑顔を返してくれます。「上手になったね？」というと、「あり

がとうございます！」と、さらに素敵な笑顔を見せてくれます。 

 私は、音楽の専門家ではありませんが、実際、４月の入部まもな

い頃と比べると、格段にきれいな音色を奏でていると感心していま

す。こらからもっともっと上達してほしいしと、心から応援したい

気分にさせられます。 

また、その後、音楽室に出向いて全体練習を覗くと、すべての部

員が先生の指導や指示に真剣に集中している姿は、同じ目標を共有

する集団の質の高い緊張感を感じます。 

 

 ４月から毎度話しているように、「あいさつ」ができたからといっ

て、すばらしい人間、すばらしい学校になるわけではありません。

当たり前のことを当たり前にできるような人間・集団だからこそ、

自分も学校も成長するのです。 



 「朝読書」を静かに時間通りに始めて、読書に熱心に取り組めば、

すぐに学力がつくわけはありません。しかし、自分のためになるこ

とや、集団のためにもなる当たり前のことを、当たり前のようにで

きる人間でなければ、学力など身に付くはずはないのです。 

 勝負事も、あいさつができる部が勝てるのではありません。あい

さつのような当たり前のことを当たり前にできる部が勝てるのです。 

 

 運動部の中には、県大会に進めた人もいますし、進めなかった人

もいます。何度も言いますが、勝敗や成績うんぬんは、相手がいる

ことですので、ある意味仕方のないことです。 

県大会に進んだ部や選手の皆さんは、もちろん称賛に価すること

を否定しませんし、今度の大会でも、もちろん勝負事である限り「勝

つこと」をめざすのは当然だと思います。でも、はっきり言ってそ

れは二の次です。 

 繰り返します。私が望むのは、周囲から「愛され・励まされ・応

援される」ような戦いぶり、周囲から「愛され・励まされ・応援さ

れる」ような礼儀・マナーでの参加態度です 

 新津二中の他の部だけでなく他校には、もしかしたらあなた方よ

りも必死に練習し、立派な生活態度であったかもしれないのに、残

念ながら県大会に進むことのできなかった人がたくさんいたかもし

れません。そういった人の思いを考えれば、県大会に出場するにふ

さわしい態度で大会やコンクールに臨むのは当然のことです。 

 

 以前勤務した学校の、毎年のようにコンクールで金賞に輝いてい

た吹奏楽部を率いていた吹奏楽の大御所の同僚の先生に、大会で金

賞獲得の秘訣を聞いたことがあります。 

即座に答えました。「基礎練習」と「マナー」の２つであると。 

 「基礎練習」は、ロングトーン、ピッチ、ハーモニー、リズムを

意識した徹底した反復練習。「マナー」は、あいさつ・礼儀や日頃の

生活態度のすべて、であると。 

 当たり前のことを当たり前にできるような人間こそが、周囲から

「愛され・励まされ・応援され」、それを新たなる自分自身の成長へ

の原動力にする。我が意を得たりの納得の回答でした。 

 吹奏楽コンクールでも、県大会でも、チームや新津二中を応援し

てくれるすべての人とのすてきな心のハーモニーを奏でながら、ベ

ストパォーマンスを発揮してくれることを心から期待しています。 


